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凡例

既設砂防堰堤

帯広河川事務所管理区間

施 行 中

戸 別川床固工群



十勝川流域では開拓者が入植して以来、たびたび大洪水に見舞われ、住民の意欲と生活が根

底から脅かされ続けてきました。中でも大正11年、昭和37年には記録的な大洪水が発生した

ほか、昭和56年にも大被害が発生しました。近年では平成10年、13年、15年、23年、28年と

大雨による大洪水が相次いでおり、いたるところで内水氾濫などによる被害がでました。

帯広河川事務所では、万が一の災害に備えて、出水状況に応じた速やかな河川管理施設の

巡視等を行うための体制を整えています。
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